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あじま～
情報交差点・心と心の交わり

大宜味村教育委員会

電話４４－３００６

FAX ４４ー３０２０

 㸰月３日（月）ࠊἈ⦖県ᗇ県Ẹࠊ࡚࠸࠾࡟࣮ࣝ࣍令࿴６ᖺᗘୡ⏺⮬↛㑇⏘ᬑཬၨ発஦業ࡿࡤࢇࡸࠕ・

す表ᓥᅗ⏬࣮ࠖࣝࢡࣥࢥ表ᙲ式ࠊࢀࢃ⾜ࡀ኱ᐅ࿡中学校１ᖺ⏕のᱝ⏣⌰ኴ㑻ࠊࢇࡉ㸰ᖺ⏕の㧘⃝

࿴ࡀࢇࡉ⎔ቃ㒊長㈹ཷࢆ㈹ࠊࡋ表ᙲࠋࡓࡋࡲࢀࡉ

　Ἀ⦖県࡛ࠊࡣୡ⏺⮬↛㑇⏘ࠕ዆⨾኱ᓥࠊᚨஅᓥࠊἈ⦖ᓥ໭㒊ཬࡧす表ᓥࠖのḟୡ௦࡬の⥅ᢎのࠊࡵࡓ

ᆅᇦの児❺⏕ᚐの㈗㔜࡞⮬↛⎔ቃ࡟ᑐࡿࡍ⌮ゎࡸ㛵ᚰࢆ高ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵᗈࡃୡ⏺⮬↛㑇⏘のㄆ

▱ᗘྥୖࢆᅗࢆ࡜ࡇࡿ┠ⓗ࡟ୡ⏺⮬↛㑇⏘ᬑཬၨ発஦業ࢆᐇ᪋ࡑࠊࡾ࠾࡚ࡋの୍⎔ࠊ࡚ࡋ࡜㑇⏘

ᆅᇦࡴྵࢆᅪᇦの小中学⏕ࢆᑐ㇟ࡿࡤࢇࡸࠕ࡟・す表ᓥᅗ⏬ࢆ࣮ࠖࣝࢡࣥࢥ㛤ദࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ

　⌰ኴ㑻ࡣࢇࡉኪの᳃࡟తࡴ㸰⩚のࣖࣥࠊࢼ࢖ࢡࣝࣂ࿴ࢦ࢖ࢹࡣࢇࡉのᶞ࡟Ṇࢆࣛࢤࢳࢢࣀࡿࡲ

ᥥࠊࡁ⣲ᬕ࠸ࡋࡽ㈹ࠋࡓࡋࡲࡾ࡞࡜࡜ࡇࡿྲྀࡅཷࢆ

　表ᙲ式ࠊ࠼⤊ࢆ࿴ࠕࡣࢇࡉⰍ合࡞࠸ࢀࡁࡀ࠸の࡛ࢆࢦ࢖ࢹ࡜ࣛࢤࢳࢢࣀᥥཷࠋࡓ࠸㈹ࡶ࡚࡜ࡣ

㦫࡝ࢀࡅࡓ࠸Ꮀ࡜ࠖࡓࡗ࠿ࡋ႐ࡧ⌰ኴ㑻ࡣࢼ࢖ࢡࣝࣂࣥࣖࠕࡣࢇࡉᐇ㝿࡟ኪの᳃࡛ほᐹࡓࡋಶ体

ࠋࡓࡋࡲࡋࡸ⇞ࢆពḧ࡜ࠖ࠸ࡓࡋᣦ┠ࢆ県▱஦㈹ࡣ᮶ᖺࠋࡓࡗ࠿ࡋ௒ᅇཷ㈹ฟ᮶࡚Ꮀࠋࡓ࠸ᥥࢆ

　࿴ࠊࢇࡉ⌰ኴ㑻ཷࠊࢇࡉ㈹ࡍࡲ࠸ࡊࡈ࠺࡜࡛ࡵ࠾㸟㸟
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ু໦̧̭́ͥ͂ͬͅ૞̲̀!଼̱́͜ةଛ̬ͣͦͥȁ਋ࡑ୆ͬ؊׳ȊȊ

　㸰月 1� 日（金）ࠊ኱ᐅ࿡中学校３ᖺ⏕ࠕ࡟኱ᐅ࿡中３ᖺ⏕ᛂ᥼㝲ࠖࠊࡽ࠿高校ཷ験࡚ࡅྥ࡟㡹ᙇ３ࡿ

ᖺ⏕ࡀࢺࣥࢮࣞࣉࢬ࢖ࣛࣉࢧ࡟ᡭΏࠋࡓࡋࡲࢀࡉ

ࠊ࠸࠿ྥ࡟のክࢀࡒࢀࡑࡣ࡟春ࡶࡕࡓ⏕３ᖺࡓ࠸࡚ࢀࡃ࡚ࡗᙇࡗᘬࢆࡕࡓᚋ㍮ࠊ࡛࠿ࡽᮁࡃࡿ᫂ࡶࡘ࠸　

高校ཷ験࡟ᣮ３࡞ࢇࡑࠋࡍࡲࡳᖺ⏕ࡕࡓの㡹ᙇࢆࡾᚋᢲࠊ࡜࠸ࡓࡋࡋ௒ᖺࡶ኱ᐅ࿡ᮧ♫会⚟♴༠議会の

ᓥ⿄⤒Ꮚࡀࢇࡉ発㉳ேࠊࡾ࡞࡜ᙺሙの᭷ᚿࠊ኱ᐅ࿡ᮧẸ⏕委員・児❺委員༠議会ࠊ኱ᐅ࿡ᮧ♫会⚟♴༠

議会ࡀ㞟ࡾࡲ‽ഛࢆ㐍ࠋࡓࡋࡲࡁ࡚ࡵ

ᯇᮏᏳ）࣮ࣜࢮ࣮ࢧ࣮࣠ࢡ࣮ࢩࠊ（ࢇࡉ⨾金ᇛ᭸）࣮࢟ࢵࢡࢇࡷࡕ࣮ࢩࡣの中㌟ࢺࣥࢮࣞࣉࢬ࢖ࣛࣉࢧ　

Ꮚ࣮࢟ࢣࣉࢵ࢝ࠊ（ࢇࡉ（᪂ᇛ႐௦⨾ࢇࡉ）ࠊ㨣࣮ࢳ࣮࣒（ᐑᇛࢇࡉࡁࡺࡳ）ཷࠊ験࡜ࡗࡁ࡟຾࠺࠸࡜ࡘ㢪

ࠊ（኱ᐅ࿡ᮧẸ⏕委員・児❺委員༠議会）ࢪ࣮ࢭࢵᛂ᥼࣓ࡓࡅྥ࡟ே୍ே୍࡜ࢺࢵ࢝ࢺࢵ࢟ࡓࢀࡽࡵ㎸ࡀ࠸

ᡭ᭩ࡁのࢺ࣮ࣞࣉ࣒࣮ࢿ（᪂ᇛࢇࡉࡳࡺ࠶）࡛࡞ࢇࡳࡶࢀ࡝のẼᣢࡀࡕ㎸ࡓࢀࡽࡵᡭసࡾの୍ရࠋ

　Ẹ⏕委員の୚㑣ᕊ↷Ꮚࢀࡑࢀࡑ࡞ࢇࡳࠕࡣࢇࡉのክ࡚ࡗ࠿ྥ࡟㡹ᙇ࡚ࡗḧࢇࡉ࡞ࡳࡣࡕࡓ⚾ࠋ࠸ࡋの

験ཷ࡚࡭㣗ࢆࢀࡇࠕࡣࢇࡉᖹⰋኟ㡢ࡓࡗྲྀࡅཷࢆࢺࣥࢮࣞࣉࠋບ⃭࡜ࠖࡍࡲ࠸࡚ࡋᛂ᥼ࡶ࡛ࡘ࠸ࢆ࡜ࡇ

合格࡛ࠊ࡟࠺ࡼࡿࡁ㡹ᙇࡍࡲࡾ㸟ࠖ࡜ពẼ㎸ࠋࡓࡋࡲࡳ

　ᛂ᥼㝲ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔᮧẸࡀ࡞ࢇࡳᛂ᥼ࡍࡲ࠸࡚ࡋ㸟ክ࡚ࡗ࠿ྥ࡟㡹ᙇࢀ㸟㸟３ᖺ⏕㸟㸟

日　時　：令和７年３月 29 日（土）　19 時～ 21 時

場　所　：大保ダム　※雨天時はビジターセンター（プラネタリウム見学）

対　象　：大宜味村民（未成年者は保護者同伴）

募集定員：２０名　※定員に達し次第、締め切りますのでご了承ください。

参加費　：１００円（保険料）

申込方法：３月27日（木）までに100円を持って、教育委員会窓口で申込書の記入をお願いします。

お問い合わせ：大宜味村教育委員会　☎：0980-44-3006（担当：野里）

　教育委員会୺ദࡿࡼ࡟௒ᖺᗘ᭱ᚋのᫍ✵ほᐹ会ࢆୗグ日⛬࡛ண定ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋཧຍᕼᮃの᪉ࡣ教育委

員会ࡋ⏦࠾࡛ࡲ㎸ࠋ࠸ࡉࡔࡃࡳ

ఱܽྙఆΑΗȜリȜΑ΃ͼȡ３月の΂リ΂ϋȡの̮մඤ

ฦ඙にឝ␜ߐれて

いるࡐス࠲ーも⏕⹺

してਅߐいۭ

２઎๺㧠年ᐲ૕㛎の⠢౻ቄ੤ᵹ

　㸰月７日（金）～ 10 日（月）の３Ἡ４日ࠕࠊ体験の⩼ࠖ交ὶᅋ 28 ྡ（児

❺⏕ᚐ 21 ࠋࡓࡋࡲࡁ⾜࡟෤Ꮨ交ὶ࡬⏫す会ὠࡀ（ᘬ⋡７ྡࠊྡ

　ฟ発๓日ࡽ࠿の኱ᐮἼ（会ὠᆅ᪉ࡣ኱㞷）࡛１日┠ࡣす会ὠ⏫࡛ࡲの高

㏿㐨㊰ࡸᅜ㐨ࡀ㏻⾜Ṇ࠿ࡉࡲࠊࡾ࡞࡜ࡵのᮾிἩ１ࠊࡾ࡞࡜日㐜࡛ࢀの交

ὶࠋࡓࡋࡲࡾ࡞࡜

ᴦࢆἨ ࠊᐟἩࡸの㣗஦࡜཭㐩ࡓࡋ෌㛤࡟ࠎஂࠊࡀࡓࡋ交ὶᮇ㛫࡛࠸▷　

ࠋࡕࡓ❺児ࡿࡍႚ‶ࢆ⏫す会ὠ࠸῝㞷ࠊࡾࡀୖࡾ┒࡛ࡧ㞷㐟ࠊࡳࡋ

　኱ኚ࡞ᛮࠊࡀࡓࡋࡲࡋࡶ࠸㐟ࡶࡧ学ࡶࡧ඲ຊ࡛ྲྀࠊࡳ⤌ࡾᛮ࠸ฟ῝࠸交ὶࠋࡓࡋࡲࡾ࡞࡜

ఱێ෨͜ͅ໅̫̞̈́෎̞࿻ૂȤȁ႓გ˒ාഽȶఘࡑの့ȷୌٛೋ಴ང࿚
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大宜味村教育の日・やまししがきめぐり・村鳥制定 ４

行って、見て、触って　昔の人の暮らしを知る　小４やまししがきめぐり

児童生徒の成果を見る、讃える　大宜味村教育の日　児童生徒発表・表彰式

　２月２日（日）、大宜味小・中学校におい

て大宜味村教育の日 児童生徒発表と表彰、

一斉授業参観が行われました。

　児童生徒発表では小学校３年生が総合の

授業で学んだ大宜味村のチョウチョについ

て姿や食草のクイズを出しながら楽しく紹

介。中学生は１年生の大湾光さんが芭蕉布

の柄の意味や歴史について発表、２年生は塩屋湾でスギの養殖をしている琉宮水産で職場体験をしたメンバー

が１日の仕事の流れや大変さ楽しさを発表しました。

　児童生徒表彰では大宜味村児童生徒表彰規則のスポーツ部門、文化部門において優秀な成績を収めた個人・

団体合わせて計 53 名が表彰されました。

　２月 12 日（水）、大宜味小４年生が教育委員会の宮城光一さん、森下愛子さ

んの案内で塩屋富士周辺のやまししがきめぐりをしました。

　道中に現れる植物やマングースの罠

などを確認しつつ、声掛けをしながら

進み、やまししがきに到着。岩や崖な

どもともとある地形を使ったり、石を

運んで巧みに積んだり、今でも残るや

まししがきに触れることでかつてこの

ような山の中まで人々の暮らしがあったことや、ここまで石や道具を運

ぶことの大変さを身をもって知ることができました。

地元の高校生が提案、熱い思いが実る ホントウアカヒゲ、村の鳥に制定

　２月 17 日（月）に新たに「ホントウアカヒゲ」が村鳥に制定され、昨

年４月に友寄景善村長にホントウアカヒゲの制定を提案していた辺土名高

校サイエンス部部長の仲宗根諒大さん、髙江洲奈教頭先生、顧問の德元将

太郎先生が 19 日（水）、大宜味村役場に招かれ、友寄村長から制定の報告

を受けました。

　友寄村長は「以前からホントウアカヒゲは村の鳥にふさわしいと思って

いた。貴重な鳥でもありながら、ガードレールに止まっていたり、民家に

巣を作ったり、私たちの身近にいる鳥。仲宗根さんの卒業前に制定をでき

て良かった。親しみのあるメジロ、貴重なアカヒゲ２種ともにＰＲしてい

きたい」と意気込み、仲宗根さんは「村鳥の制定ありがとうございます。３年間行ってきた研究、自分たちの申請

が実を結んで嬉しい。制定を期に村だけでなく全国、世界にもアピールしていきたい」と喜びました。

　新たに村鳥に追加された「ホントウアカヒゲ」は昨年９月に発行された日本鳥類学会の鳥類目録で独立種となり、

やんばる固有種として認定。これで国頭村のヤンバルクイナ、東村のノグチゲラとともにやんばる３村で固有種３

種が村鳥となります。

５ 民具体験・根謝銘城跡講演会＆散策・教委だより・図書情報

図書室情報 №67　2025 年（令和 7年）3月
大宜味村図書室（旧議会棟：村史編纂係内）

大宜味村字大兼久 157 番地　0980-44-3009　

3 月図書室カレンダー　閉室日 ：

利用状況累計

〇来室者数…のべ 3,845 人

〇貸出冊数…6,351 冊

〇登録者数…１86 人

2 月の統計（2/2５まで）

〇来室者数…のべ４２人

〇貸出冊数…５６冊

現在の蔵書数…８,633 冊

新 

着 

図 

書

『知ってますか？「近い昔」の沖縄 .・３３話』大城将保 / 著　高文研

『増補改訂　日本の淡水魚』細谷和海 / 著　山と渓谷社

『ロジカルダイエット　3 か月で「勝手に痩せる体」になる』

『爆弾』呉勝浩 / 著　講談社　　　　　　清水忍 / 著　幻冬舎

『藍を継ぐ海』伊予原新 / 著　新潮社

『DTOPIA』安堂ホセ / 著　河出書房新社　　　などなど

地域の宝を再発見 !? 城跡から昔のロマンにふれる 根謝銘城跡講演会＆散策

　２月 22 日（土）、大宜味村農村環境改善センターにおいて第１回

大宜味村文化講座が開催され、合わせて午後からは令和６年度ぶな

がやの里生涯学習講座⑥「根謝銘城跡散策」が行われました。

　文化講座では琉球大学の後藤雅彦先生が「根謝銘城跡をめぐる考

古学」と題して大宜味村謝名城区にある根謝銘城跡のこれまでの考

古学調査の経緯や試掘調査から見えてきたことを発表。根謝銘城は

「土から成るグスク」であり、城跡が地域の祭事にも使用されている

地域に根付いた城跡であることを話しました。

後藤先生は「根謝銘城は地域の人の拠り所としてのグスク」であり、重要な遺跡だからこそ地域で保存・

活用していくことが必要ではないかとも提案。質疑応答もたくさんあり、会場は大いに盛り上がりました。

　午後は後藤先生、教育委員会の寄合

龍己さんの案内で２班に分かれ、根謝

銘城跡を散策。堀切や石積み、発掘跡

などを見学。実際に現場に行くことで、

城跡から当時の様子や状況などに想像

を膨らませ、思いを馳せました。

　２月４日（火）、大宜味小３年生が教

育委員会の森下愛子さんを講師に昔の

道具を実際に使って学ぶ民具体験をし

ました。

　電気・水道・ガスが揃っている現在

とは違い、昔は洗濯やご飯を作ること

にもひと手間かかっていました。今回

は炒った大豆を石臼でひき、きな粉にする作業や寒い中、洗濯板を使ってのぞうきん洗い、脱穀、精

米作業も行いました。実際に体験することで昔と今の暮らしの便利なとこと、困ったところをあげ、

それぞれの違いを知るいい機会となりました。

昔の人たちの道具を使って現在の便利さを知る　小３民具体験

日 月 火 水 木 金 土 

      １ 

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

９ 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 
23

30 
 24  

31 25 26 27 28 29 

📚おしらせ📚
今年度の図書リクエスト受付は終了いたし

ました。リクエスト希望の方は、来年度の

受付までしばらくお待ちください。
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６

村史編さんだより

村ผ✬さんだࠃり

第 167 号　2025 年 3 月 1 日　大宜味村村史編纂係４４－３００９　

　共同売店ファンクラブ真喜志敦代表より、同クラブの活動が

県知事より奨励賞を受けたという嬉しい知らせが届きました。

　同クラブは、父の故郷田港の共同売店がなくなったことを

きっかけに、県内各地に残る共同店、共同売店を巡り調べるう

ち、「これは次世代に残すべき沖縄の宝だ」と確信し 2004 年に

設立されました。

　設立当初から各種メディアでの情報発信、共同売店マップの

作成、写真展、バスツアー等のイベント開催、視察調査の支援

など多彩な活動を行っており、その長年に亘る活動が地域活性

化に貢献した功績が認められ今回の受賞となりました。

　近年、共同売店は減少しているものの、単なる買い物の場で

はなく、見守り合い、交流の場となるなど、福祉的な機能も持ち合わせ、研究者や全国の高齢・過疎に悩む地域

から注目が集まっているとのことで、今後も共同売店を拠点とした地域発展のために頑張っていきたいという思

いを話されました。
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村史編さん事業完了のご報告について

　平成２４年度からスタートした新大宜味村史発刊計画においては、これまで、「シマジマビジュアル版」（平
成２５年度）を起点に分野を分けて８篇の村史発刊を行ない、最終年度となる今年度は「大宜味村史　資料
編」に続き「大宜味村史　通史編」発刊をもって事業は完了となります。
　これまでの足あとを振り返ると、2010（平成２２）年に「準備室」が置かれた旧庁舎から 2012（平成
24）年に本事業はスタートし、2018（平成３０）年に旧大宜味小学校へ、2023（令和５）年には旧議会棟
へと、二度の引越しを余儀なくされ、その度に膨大な書籍や資料、それらを納める多数の本棚等と共に、気
の遠くなるような引っ越し作業とその整理に時間を取られ、最終年となる本年は、資料編、通史編の編さん
作業を同時進行で行うという厳しい制約の中で、集大成となるこれらの編さん作業に十分な時間がかけられ
なかったことは心残りながら、「今できることを精一杯全うする」という姿勢で粛々と取り組んで参りました。
　本事業は当初から “村民のための村史・村民と共につくる村史” を標榜し、地域の方々には時間のかかる
調査に何度もご協力をいただき、村民のお力添えなくして本事業を成し遂げることは叶いませんでした。ご
協力をいただいた諸先輩方の中には、既に彼岸へと旅立たれた方もおられ、これらの調査は、あれが最後の
チャンスだったことを思えば、改めて感謝の気持ちで胸が満たされます。
　薄れゆく地域の繋がりを憂える声が聞かれる昨今、村民と共に編まれたこれらの村史は、時代が進むほど
にその価値を増し、先人が遺した “大宜味村の宝物” は、必ずや新しい時代の展望に光を投げかけてくれる
でしょう。沖縄学の父伊波普猷は「深く掘れ己の胸中の泉、余所たゆて水や汲まぬごとに」と遺しました。
　村史を手に取ることで、今一度、自らの原点を再確認し、先人から渡されたバトンの豊かさ、奥深さに多
くの村民及び関係者が触れていただくことを祈念します。永年に亘るご理解・ご協力に心から感謝します。

７ 村ผ✬さんだࠃり

大宜味村史 「通史編」 「資料編」 が発刊されます！
　これまで村や村民の皆様が蓄積してきた資料やデータを網羅した素晴らしい本になったと思います。 長年に亘り編纂作業に力
を貸して下さった村民や関係者の皆様に感謝申し上げます。
　「通史編」、 「資料編」 は、 5 月以降に販売する予定です。 詳細が決まり次第、 お知らせしたいと思いますが、 一足先に目次
をご紹介します。

『大宜味村史　通史編』
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　第 4 節　水害・高潮など
　第 5 節　河川での水難事故
　　1. 平南川での遭難事故  2. 小さな川の危険性
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　第 1 節　郷友会
　第 2 節　海外と沖縄を結ぶ動き
附録
　年表／歴代村長、助役・副村長、収入役、教
　育長／歴代議長、副議長、議員／世帯数・人
　口（男女別）／歳入決算額、歳出決算額

『大宜味村史　資料編』
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［追補］各字に伝わるウムイ
近世期の資料 
　1「球陽」　2「琉球国高究帳」　3「琉球国由来記」　
　4「琉球国旧記」　5「御当国御高並諸上納里積記
　6 文子福地仁屋より買入仕明証文並手形写
　7 本琉球内大宜味間切城村人数改帳　
　［追補］己年　大宜味間切屋嘉比村切支丹家門改帳
　8 宮城大屋子宿移之時下人並種々日記
　9 元祖江宿移之時現在取〆帳
　10 戌年冠船御申請の時の米銭御借入之儀
　11 田畑譲り渡しについて口上覚
　12 「近世地方経済史料」
　13 大宜味間切下知役のこと
　14 山城家文書　15 字饒波根神屋文書
明治期の資料 
　1 惣耕作当万控帳　2 琉球藩雑記
　3 沖縄旧慣地方制度　4 明治十三年の大宜味間切村名
　5 上杉県令巡回日誌　6 津口手形　7 大宜味間切内法
　8 明治二五年頃の大宜味間切要覧 
　9 沖縄県大宜味地方旧慣問答書
　10 大宜味間切村字名
　11 大宜味間切饒波村反別筆数取調　
　12 杣山開墾許可及び国有林払下げの件 
大正・昭和期の資料 
　1 天野鍜助覚書　2 大宜味郵便局移転資料
　3 大宜味村政革新同盟関係資料
　4 大宜味村経済更生計画
　5 大宜味尋常高等小学校の食物調
　6 敗戦直後の饒波部落日誌
天野鍜助の日記抄録 
　村会覚手帳（大正九年～昭和七年）
　日記（大正十一年～昭和二十一年）　　
大宜味村関係新聞記事集成 
　明治三一年～昭和一九年　
大宜味村の人物　―百人の足跡― 
辞令書など 　明治十二～昭和十九年（50 点）
大宜味間切図・村全図　（26 点）

※紙面の関係上、 節以下の項目を省いている
　 箇所があります。
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　　　「チャレンジ精神」
　　

　　大宜味中学校で昨年から文部科学省の研究指定を受けていた、 特別の教科道徳の研究

が終わりました。 大宜味中学校の実践で特筆すべきことは、 通常なら学級担任が行う道

徳の授業を校長、 教頭をはじめ全職員がローテーションを組んで授業に臨んだことです。 

　今回の研究を通して、 教諭個々の授業力の向上はもちろん、 組織力の向上にもつながったものと思っ

ています。 学校にとって研究指定は特別なものがあります。 私が教職についた頃は研究指定というと、

上から無理矢理押し付けられた官制研修として、 現場では嫌がる傾向がありました。 人によって考え

方は様々でしょうが、 私もそうだったようにできるだけ難儀なことはしたくないと避ける傾向が大方

だったのではないでしょうか。

　ある尊敬する先生との出会いで少しは考えが変わりました。 その先生は若い時から人事異動の際は

研究指定校を選んでいました。 また、研究授業などは率先して引き受けていました。「自分に声がかかっ

たら、 与えられたチャンスだと思え」 ということです。 私は自信がなくて全く真似をすることはでき

なかったのですが、 その先生を間近に見て近づくとはできたと思っています。

　脳科学者の茂木健一郎氏によると、 「人間の脳は、 本来怠けものにできており、 楽をすることを好む

ので、 敢えて意識して物事に挑戦しないと直感力や創造力など大切な能力を育てることはできない」

ということだそうです。 難儀してやり遂げて創りあげた成果は自信を与えてくれます。 力量が高まり

ます。

　本村児童生徒の学力向上推進の目標に 「チャレンジ精神を育む」 ということがあります。 これから

もいろいろな事がやってきます。 チャンスだと捉え、 前向きにチャレンジしていくことが大切ではな

いかと思っています。

政信教育長のあじま～コラム

　あっという間に年度末です。 卒業式に合格発表、 報告書の〆切などイベントもやることもいっぱいです。 先のことばかり考
えて焦ってもしょうがないので、 目の前の作業を１つ１つこなしていきます。 気づいたら４月になっているんだろうなぁ…。

ホントウアカヒゲ：ツグミ科今月の生きもの

撮影：村山望

　こんにちは！私たちホントウアカヒゲです。

　今年２月、大宜味村の鳥として新たに仲間入りすることとなりま

した。これまで奄美群島などに分布するナミアカヒゲの亜種とされ

ていたのですが、昨年９月に独立し、ホントウアカヒゲとして沖縄

県の新たな固有種となりました。私たちは国指定の天然記念物で

あったり、国内希少野生動植物種であるのだけれど、実はみなさん

も身近にいる鳥。これから繁殖期に入る私たちのバラエティーに富

んだ美しいさえずりがみなさんの耳にも聞こえてくるはず。

オス メス

１日（土）県立高校卒業式

３日（月）区長会

４日（火）県立高校入試 ～５日

５日（水）（中）小６体験入学

７日（金）中学校卒業式

17 日（月）（園）修了式（５歳児）

18 日（火）県立高校合格発表（小）卒業式

19日（水）小中学校　修了式

離任式・PTSA 送別会

20 日（木）春分の日

27 日（木）定例教育委員会会議

28 日（金）（園）修了式（０～４歳児）

31 日（月）退職者辞令交付式

３月 29 日

マリモの日


